
  

     日本スペイン交流４００周年事業 

 
 

１．概要 

我が国とスペインは、２０１０年９月の日本スペイン首脳会談における合意を踏まえ、

２０１３年から２０１４年にかけて、同年が慶長遣欧使節団派遣４００周年に当たるこ

とから、日本側がスペインにおいて「日本スペイン交流４００周年事業（スペインにお

ける日本年）」（以下交流年）を、スペイン側が日本において「日本におけるスペイン年」

を、それぞれ開催する運びとなりました。 

 

２．目的 

交流年においては、文化事業に加え、政治、経済、科学技術、観光、教育等の幅広い

分野で交流事業を実施することにより、日本とスペインとの相互理解の促進と二国間関

係の新たな展望を拓く契機とすることを目的としています。 

 

３．実施主体 

交流年事業は、官民が幅広く関与して実施するものとし、各事業には政府レベルのみ

ならず、地方公共団体、民間企業、各種団体、一般市民等各層の幅広い参加が期待され

ております。このため日本・スペイン両国はそれぞれ官民の参加する実行委員会、タス

クフォースなどを設置し、周年事業の実施、調整、事業認定などを行います。また、交

流年の日本側名誉総裁に皇太子殿下が、スペイン側名誉総裁にフェリペ皇太子殿下がそ

れぞれ御就任になることが決まっています。 

 

４．開催時期 

２０１３年６月から２０１４年７月まで（「日本におけるスペイン年」も同期間に開

催）。 

 

５．日本スペイン交流４００周年事業プロジェクト募集中！ 

２０１３年６月から２０１４年７月までの期間にスペインで実施が予定されている

行事を交流年事業のプロジェクトとして登録することができます。皆さんもぜひ交流

年に参加してみませんか。詳細は以下のリンク先からダウンロードができます。 

http://www.es.emb-japan.go.jp/japones/relaciones/400_japon_espana.html 

 

 



慶長遣欧使節団 

１６１３年（慶長１８年）仙台藩主伊達政宗(１５６７-１６３６)は、大御所(前

征夷大将軍)徳川家康(１５４２-１６１６)の許可を得て、スペインに向け支倉

常長（１５７０－１６２１）を大使とする使節を派遣しました（慶長遣欧使節

団）。同使節団は、日本人として初めて太平洋と大西洋を横断し、１６１４年

（慶長１９年）にスペインに到着し国王フェリペ３世への謁見を果たしていま

す。支倉はスペインにおいて洗礼を受けてキリスト教徒となり、その後、ロー

マを訪問し教皇パウロ５世への謁見も果たしました。本使節団の目的は、当時

スペイン領であったメキシコとの通商関係の樹立等であったとされており、本

使節団の派遣はスペインに対する日本からの最初の公式な使節団の派遣であ

り、日西関係の端緒となる重要な出来事として歴史に刻まれています。 
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http://www.es.emb-japan.go.jp/relaciones/400_japon_espana.html （スペイン語） 

http://www.es.emb-japan.go.jp/japones/relaciones/400_japon_espana.html （日本語） 

 

慶長遣欧使節のスペイン・イタリアにおける旅程 
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